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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公表番号】特表2011-502189(P2011-502189A)
【公表日】平成23年1月20日(2011.1.20)
【年通号数】公開・登録公報2011-003
【出願番号】特願2010-530423(P2010-530423)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 251/52     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 251/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　
   Ｃ０７Ｄ 251/52    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｄ 251/46    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｄ 403/12    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月18日(2011.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）
【化１】

［式中、
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Ａは、ＣＲ11、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｄは、ＣＲ12、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｅは、ＣＲ13、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｇは、ＣＲ14、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｌは、ＣＲ15、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10は、各々独立して、水素、アルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリー
ル、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン、擬ハロゲン、アミノ、或いは供与体
作用又は受容体作用を有する更なる置換基であり；
Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15は、各々独立して、水素、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル
、Ｓ－アリール、擬ハロゲン、アミノ、供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基
（該置換基は、ＳｉＲ31Ｒ32Ｒ33、ハロゲン基、ハロゲン化Ｃ1～Ｃ20－アルキル基、カ
ルボニル（－ＣＯ（Ｒ31））、カルボニルチオ（－Ｃ＝Ｏ（ＳＲ31））、カルボニルオキ
シ（－Ｃ＝Ｏ（ＯＲ31））、オキシカルボニル（－ＯＣ＝Ｏ（Ｒ31））、チオカルボニル
（－ＳＣ＝Ｏ（Ｒ31））、擬ハロゲン基、アミド（－Ｃ＝Ｏ（ＮＲ31））、－ＮＲ31Ｃ＝
Ｏ（Ｒ32）、ホスホネート（－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ31）2、ホスフェート（－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ
Ｒ31）2）、ホスフィン（－ＰＲ31Ｒ32）、ホスフィンオキシド（－Ｐ（Ｏ）Ｒ31

2）、ス
ルフェート（－ＯＳ（Ｏ）2ＯＲ31）、スルホキシド（Ｓ（Ｏ）Ｒ31）、スルホネート（
－Ｓ（Ｏ）2ＯＲ31）、スルホニル（－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

31）、スルホンアミド（－Ｓ（Ｏ）2

ＮＲ31Ｒ32）、ＮＯ2、ボロン酸エステル（－ＯＢ（ＯＲ31）2）、イミノ（－Ｃ＝ＮＲ31

Ｒ32））、ボラン基、スタンナン基、ヒドラジン基、ヒドラゾン基、オキシム基、ニトロ
ソ基、ジアゾ基、ビニル基、（＝スルホネート）、ボロン酸基、スルホキシイミン、アラ
ン、ゲルマン、ボロキシム及びボラジンからなる群から選択され、その際、Ｒ31、Ｒ32、
Ｒ33は、各々独立して、置換又は非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル或いは置換又は非置換の
Ｃ6～Ｃ30－アリールである）、或いは式（ｉ）、（ｉｉ）又は（ｉｉｉ）
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【化２】

［式中、
式（ｉ）の基におけるＸ’、Ｒ1’、Ｒ2’、Ｒ3’、Ｒ4’、Ｒ5’、Ｒ6’、Ｒ7’、Ｒ8’

、Ｒ9’及びＲ10’基、式（ｉｉ）の基におけるＸ’a、Ｒ1’a、Ｒ2’a、Ｒ3’a、Ｒ4’a

、Ｒ5’a、Ｒ6’a、Ｒ7’a、Ｒ8’a、Ｒ9’a及びＲ10’a基、並びに式（ｉｉｉ）の基に
おけるＸ’b、Ｒ1’b、Ｒ2’b、Ｒ3’b、Ｒ4’b、Ｒ5’b、Ｒ6’b、Ｒ7’b、Ｒ8’b、Ｒ9
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’b及びＲ10’b基は、各々独立して、Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ
9及びＲ10基について定義される通りであり、
Ｒ34、Ｒ35、Ｒ36、Ｒ37、Ｒ38、Ｒ39、Ｒ40、Ｒ34’、Ｒ35’、Ｒ36’、Ｒ37’及びＲ38

’基は、各々独立して、水素、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキ
ル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン
、擬ハロゲン、アミノ、或いは供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基である］
の基であり；
Ｘは、
【化３】

であり；
Ｍは、ＣＲ26、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｒは、ＣＲ27、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｔは、ＣＲ28、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｕは、ＣＲ29、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｖは、ＣＲ30、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25は、各々独立して、水素
、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテ
ロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン、擬ハロゲン、アミノ、或い
は供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基であり；
Ｒ26、Ｒ27、Ｒ28、Ｒ29、Ｒ30は、各々独立して、水素、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル
、Ｓ－アリール、擬ハロゲン、アミノ、供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基
（該置換基は、ＳｉＲ31Ｒ32Ｒ33、ハロゲン基、ハロゲン化Ｃ1～Ｃ20－アルキル基、カ
ルボニル（－ＣＯ（Ｒ31））、カルボニルチオ（－Ｃ＝Ｏ（ＳＲ31））、カルボニルオキ
シ（－Ｃ＝Ｏ（ＯＲ31））、オキシカルボニル（－ＯＣ＝Ｏ（Ｒ31））、チオカルボニル
（－ＳＣ＝Ｏ（Ｒ31））、擬ハロゲン基、アミド（－Ｃ＝Ｏ（ＮＲ31））、－ＮＲ31Ｃ＝
Ｏ（Ｒ32）、ホスホネート（－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ31）2、ホスフェート（－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ
Ｒ31）2）、ホスフィン（－ＰＲ31Ｒ32）、ホスフィンオキシド（－Ｐ（Ｏ）Ｒ31

2）、ス
ルフェート（－ＯＳ（Ｏ）2ＯＲ31）、スルホキシド（Ｓ（Ｏ）Ｒ31）、スルホネート（
－Ｓ（Ｏ）2ＯＲ31）、スルホニル（－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

31）、スルホンアミド（－Ｓ（Ｏ）2

ＮＲ31Ｒ32）、ＮＯ2、ボロン酸エステル（－ＯＢ（ＯＲ31）2）、イミノ（－Ｃ＝ＮＲ31

Ｒ32））、ボラン基、スタンナン基、ヒドラジン基、ヒドラゾン基、オキシム基、ニトロ
ソ基、ジアゾ基、ビニル基、（＝スルホネート）、ボロン酸基、スルホキシイミン、アラ
ン、ゲルマン、ボロキシム及びボラジンからなる群から選択され、その際、Ｒ31、Ｒ32、
Ｒ33は、各々独立して、置換又は非置換のＣ1～Ｃ20－アルキル或いは置換又は非置換の
Ｃ6～Ｃ30－アリールである）、或いは式（ｉｖ）、（ｖ）又は（ｖｉ）
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【化４】

［式中、
式（ｉｖ）の基におけるＸ’’、Ｒ1’’、Ｒ2’’、Ｒ3’’、Ｒ4’’、Ｒ5’’、Ｒ6’

’、Ｒ7’’、Ｒ8’’、Ｒ9’’及びＲ10’’基、式（ｖ）の基におけるＸ’’a、Ｒ1’

’a、Ｒ2’’a、Ｒ3’’a、Ｒ4’’a、Ｒ5’’a、Ｒ6’’a、Ｒ7’’a、Ｒ8’’a、Ｒ9’

’a及びＲ10’’a基、並びに式（ｖｉ）の基におけるＸ’’b、Ｒ1’’b、Ｒ2’’b、Ｒ3
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’’b、Ｒ4’’b、Ｒ5’’b、Ｒ6’’b、Ｒ7’’b、Ｒ8’’b、Ｒ9’’b及びＲ10’’b基
は、各々独立して、Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9及びＲ10基につ
いて定義される通りであり、
Ｒ34’’、Ｒ35’’、Ｒ36’’、Ｒ37’’、Ｒ38’’、Ｒ39’、Ｒ40’、Ｒ34’’’、Ｒ
35’’’、Ｒ36’’’、Ｒ37’’’及びＲ38’’’基は、各々独立して、水素、アルキル
、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール
、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン、擬ハロゲン、アミノ、或いは供与体作
用又は受容体作用を有する更なる置換基である］の基であり；
ｎ、ｍは、各々独立して０又は１である］の少なくとも１種のジフェニルアミノビス（フ
ェノキシ）トリアジン化合物及び／又はビス（ジフェニルアミノ）フェノキシトリアジン
化合物を含む有機発光ダイオード。
【請求項２】
　Ｒ1、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ25、Ｒ26及びＲ30基が、各
々水素である、請求項１記載の有機発光ダイオード。
【請求項３】
　Ｒ1～Ｒ40基が、各々独立して、水素、ハロゲン置換アルキル、擬ハロゲン、Ｏ－アル
キル、又はＯ－アリールである、請求項１又は２に記載の有機発光ダイオード。
【請求項４】
　式（Ｉ）の前記化合物が、マトリックス材料及び／又は正孔／励起子ブロッカー材料及
び／又は電子／励起子ブロッカー材料及び／又は正孔注入材料及び／又は電子注入材料及
び／又は正孔導体材料及び／又は電子導体材料として使用される、請求項１から３までの
いずれか１項に記載の有機発光ダイオード。
【請求項５】
　式（Ｉ）の前記化合物が、少なくとも１つの三重項発光体と共に前記有機発光ダイオー
ドにおいて使用される、請求項１から４までのいずれか１項に記載の有機発光ダイオード
。
【請求項６】
　請求項１から３までのいずれか１項に記載の式（Ｉ）の少なくとも１種の化合物を含む
発光層。
【請求項７】
　請求項１から３までのいずれか１項に記載の式（Ｉ）の少なくとも１種の化合物を含む
電子ブロッキング層、正孔ブロッキング層、正孔注入層、電子注入層、正孔導体層及び／
又は電子導体層。
【請求項８】
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の少なくとも１つの有機発光ダイオードを含
む据え置き型視覚的表示装置、移動式視覚的表示装置及び照明装置から成る群から選択さ
れる装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　この目的は、一般式（Ｉ）
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【化１】

［式中、
Ａは、ＣＲ11、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｄは、ＣＲ12、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｅは、ＣＲ13、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｇは、ＣＲ14、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｌは、ＣＲ15、Ｎ又はＰであり、或いはｎ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10は、各々独立して、水素、アルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリー
ル、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン、擬ハロゲン、アミノ、或いは供与体
作用又は受容体作用を有する更なる置換基であり；
Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15は、各々独立して、水素、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル
、Ｓ－アリール、擬ハロゲン、アミノ、供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基
、或いは式（ｉ）、（ｉｉ）又は（ｉｉｉ）
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【化２】

［式中、
式（ｉ）の基におけるＸ’、Ｒ1’、Ｒ2’、Ｒ3’、Ｒ4’、Ｒ5’、Ｒ6’、Ｒ7’、Ｒ8’

、Ｒ9’及びＲ10’基、式（ｉｉ）の基におけるＸ’a、Ｒ1’a、Ｒ2’a、Ｒ3’a、Ｒ4’a

、Ｒ5’a、Ｒ6’a、Ｒ7’a、Ｒ8’a、Ｒ9’a及びＲ10’a基、並びに式（ｉｉｉ）の基に
おけるＸ’b、Ｒ1’b、Ｒ2’b、Ｒ3’b、Ｒ4’b、Ｒ5’b、Ｒ6’b、Ｒ7’b、Ｒ8’b、Ｒ9



(9) JP 2011-502189 A5 2011.12.8

’b及びＲ10’b基は、各々独立して、Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ
9及びＲ10基について定義される通りであり、
Ｒ34、Ｒ35、Ｒ36、Ｒ37、Ｒ38、Ｒ39、Ｒ40、Ｒ34’、Ｒ35’、Ｒ36’、Ｒ37’及びＲ38

’基は、各々独立して、水素、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキ
ル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン
、擬ハロゲン、アミノ、或いは供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基である］
の基であり；
Ｘは、
【化３】

であり；
Ｍは、ＣＲ26、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｒは、ＣＲ27、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｔは、ＣＲ28、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｕは、ＣＲ29、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｖは、ＣＲ30、Ｎ又はＰであり、或いはｍ＝０である場合、更にＯ又はＳであり；
Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25は、各々独立して、水素
、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテ
ロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン、擬ハロゲン、アミノ、或い
は供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基であり；
Ｒ26、Ｒ27、Ｒ28、Ｒ29、Ｒ30は、各々独立して、水素、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール、ＳＨ、Ｓ－アルキル
、Ｓ－アリール、擬ハロゲン、アミノ、供与体作用又は受容体作用を有する更なる置換基
、或いは式（ｉｖ）、（ｖ）又は（ｖｉ）
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【化４】

［式中、
式（ｉｖ）の基におけるＸ’’、Ｒ1’’、Ｒ2’’、Ｒ3’’、Ｒ4’’、Ｒ5’’、Ｒ6’

’、Ｒ7’’、Ｒ8’’、Ｒ9’’及びＲ10’’基、式（ｖ）の基におけるＸ’’a、Ｒ1’

’a、Ｒ2’’a、Ｒ3’’a、Ｒ4’’a、Ｒ5’’a、Ｒ6’’a、Ｒ7’’a、Ｒ8’’a、Ｒ9’

’a及びＲ10’’a基、並びに式（ｖｉ）の基におけるＸ’’b、Ｒ1’’b、Ｒ2’’b、Ｒ3
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’’b、Ｒ4’’b、Ｒ5’’b、Ｒ6’’b、Ｒ7’’b、Ｒ8’’b、Ｒ9’’b及びＲ10’’b基
は、各々独立して、Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9及びＲ10基につ
いて定義される通りであり、
Ｒ34’’、Ｒ35’’、Ｒ36’’、Ｒ37’’、Ｒ38’’、Ｒ39’、Ｒ40’、Ｒ34’’’、Ｒ
35’’’、Ｒ36’’’、Ｒ37’’’及びＲ38’’’基は、各々独立して、水素、アルキル
、アリール、ヘテロアリール、ＯＨ、Ｏ－アルキル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール
、ＳＨ、Ｓ－アルキル、Ｓ－アリール、ハロゲン、擬ハロゲン、アミノ、或いは供与体作
用又は受容体作用を有する更なる置換基である］の基であり；
ｎ、ｍは、各々独立して０又は１、好ましくは１である］の少なくとも１種のジフェニル
アミノビス（フェノキシ）トリアジン誘導体及び／又はビス（ジフェニルアミノ）フェノ
キシトリアジン誘導体を含む有機発光ダイオードにより達成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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